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蒐
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竹
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一、、J

わ
が
国
で
は
、
古
文
書
の
蒐
集
整
理
は
、

か
な
り
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。
平
安
中
期
に
編
纂
さ
れ
た
類
袋
三
代
格
や
朝
野
群
載
な
ど

は
、
明
ら
か
に
古
文
書
を
蒐
集
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
し
、
平
安
末
期
の
東
大
寺
要
録
、
慶
延
記
、
鎌
倉
時
代
の
宮
寺
縁
事
抄
な
ど
も
、
寺
社

に
お
い
て
な
さ
れ
大
古
文
書
整
理
の
代
表
的
な
も
の
と
い
え
よ
う
。
然
し
本
格
的
に
調
査
と
蒐
集
が
行
わ
れ
た
の
は
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
か

ら
で
あ
る
。
各
古
社
寺
、
各
旧
大
名
家
等
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
伝
来
せ
る
古
文
書
を
自
ら
整
理
保
存
を
講
ず
る
こ
と
が
盛
ん
で
あ
っ
た
の
も
近

世
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
他
家
所
蔵
の
文
書
の
蒐
集
整
理
の
主
な
る
も
の
を
み
る
と
、
先
ず
水
戸
の
大
日
本
史
編
さ
ん
の
た
め
の
蒐
集
で
あ
る
。

水
戸
藩
で
は
、
そ
の
た
め
に
佐
々
宗
淳
・
秋
山
文
積
・
丸
山
可
澄
・
大
串
元
善
ら
の
史
臣
を
近
畿
を
中
心
と
し
て
、
山
陰
・
山
陽
・
西
海
・
陸

奥
・
出
羽
の
各
地
方
に
出
張
せ
し
め
て
、
古
文
書
及
び
古
記
録
の
蒐
集
に
当
ら
せ
、

「
凡
六
十
六
ヶ
国
の
古
書
古
き
書
付
等
迄
、

一
葉
片
紙
を

不
残
、
悉
く
御
手
に
入
申
候
由
に
御
座
候
」
と
い
う
意
気
込
で
之
に
当
ら
せ
た
。
か
く
し
て
集
め
ら
れ
た
古
文
書
・
古
記
録
（
原
本
か
ら
の
謄

写
で
あ
っ
て
、
原
本
そ
の
も
の
で
は
な
い
）
は
水
戸
の
彰
考
館
に
収
め
ら
れ
、
今
日
で
は
原
本
の
所
帯
を
失
っ
た
も
の
も
少
く
な
い
。

つ
い
で

幕
府
で
は
五
代
将
軍
綱
吉
が
、
家
康
一
代
の
功
業
を
顕
彰
し
た
武
徳
大
成
を
編
集
し
た
と
き
、
諸
家
が
、
徳
川
家
か
ら
う
け
た
感
状
書
状
な
ど

を
書
き
出
さ
せ
た
が
、
そ
の
量
は
九
三
冊
二
ニ
O
巻
に
及
び
、
御
三
家
を
始
め
、
諸
家
・
旗
本
・
町
人
・
遊
民
に
及
ぶ
大
規
模
な
古
文
書
蒐
集
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で
、
乙
れ
を
員
享
書
上
げ
と
い
う
。
有
名
な
の
は
八
代
将
軍
吉
宗
の
命
に
よ
る
青
木
敦
書
の
探
訪
で
あ
る
。
吉
宗
は
元
文
元
年
（
A
D
一
七
三

六
）
駿
河
一
圏
内
の
古
文
書
を
書
上
げ
さ
せ
（
「
判
物
証
文
写
」
と
い
う
）
た
が
、
青
木
敦
書
は
、
元
文
五
年
と
寛
保
元
年
（
A
D
一
七
四

一
）
に
、
武
蔵
・
甲
斐
・
信
濃
・
相
模
・
伊
豆
・
遠
江
・
三
河
の
七
ヶ
国
に
わ
た
っ
た
、
当
時
存
す
る
古
文
書
を
悉
く
探
訪
し
、

「
諸
州
古
文

書
」
と
題
し
て
、
今
日
伝
っ
て
い
る
、
ま
た
幕
府
は
、
文
佑
年
聞
に
新
編
武
蔵
風
土
記
を
、
天
保
年
聞
に
新
編
相
模
風
土
記
を
編
纂
し
た
が
、

こ
れ
は
江
戸
時
代
の
地
誌
と
し
て
、
最
も
完
備
し
た
も
の
と
い
わ
れ
る
だ
け
あ
っ
て
、
両
者
共
に
多
く
d
古
文
書
を
活
用
し
て
い
る
。
そ
し

て
そ
の
材
料
と
し
て
、
武
相
両
国
内
の
古
文
書
の
み
の
蒐
集
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
が
「
武
州
文
書
」

「
相
州
文
書
」
と
し
て
今
日
伝
え
ら
れ

て
い
る
も
の
で
あ
る
。
武
相
両
国
は
、
さ
き
に
青
木
敦
蓄
の
探
訪
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
徹
底
さ
加
減
に
お
い
て
は
、

こ
の
度
に
は
る
か
に
及
ば

ず
、
武
州
文
書
は
一
三
三
O
通
、
相
州
文
書
は
一
九
六
人
通
に
及
ん
で
い
る
。
そ
の
編
集
の
仕
方
は
、
郡
郷
村
別
に
、
村
内
で
は
神
社
仏
閣
庶

民
の
順
に
所
蔵
者
別
に
編
年
し
で
あ
り
、
今
日
の
各
県
で
行
っ
て
い
る
県
史
料
と
ほ
ぼ
同
じ
編
成
を
し
て
い
る
。
同
じ
こ
ろ
（
天
保
一

O
年）

和
歌
山
藩
で
紀
伊
続
風
土
記
が
つ
く
ら
れ
、
附
録
十
五
巻
を
古
文
書
集
に
充
て
て
い
る
。
こ
れ
も
郷
村
所
蔵
者
別
と
し
て
お
り
、
今
日
既
に
そ

げ
さ
せ
、

の
原
本
の
所
在
を
失
っ
た
も
の
も
少
く
な
い
。
毛
利
藩
で
は
、
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
家
中
七
八
九
家
か
ら
そ
の
所
蔵
の
吉
文
書
を
書
き
上

「
萩
藩
閥
閲
録
」
と
題
し
た
。
秋
田
の
佐
竹
藩
で
も
、
宝
永
七
年
（
A
D
一
七
一

O
）
家
中
一

O
一
家
城

一七

O
巻
に
ま
と
め
て
、

下
諸
士
三
O
三
家
城
下
陪
臣
一

O
家
域
下
庶
民
一
七
家
、

そ
の
他
四
人
家
、
合
せ
て
四
七
九
家
の
所
蔵
文
書
を
集
め
た
も
の
が
あ
る
。
ま
た
会

津
藩
の
地
誌
で
あ
る
新
編
会
蔀
風
土
記
、
伊
賀
上
野
の
藤
堂
元
甫
と
そ
の
子
華
川
に
よ
る
、
伊
賀
・
伊
勢
・
志
摩
の
地
誌
で
あ
る
三
園
地
誌
、

安
芸
藩
の
芸
藩
通
士
山
、
土
佐
の
南
路
志
な
ど
は
、
古
文
書
の
原
文
を
そ
の
ま
ま
の
せ
、
或
は
古
文
書
の
み
の
巻
を
つ
く
っ
て
い
る
。
特
に
芸
藩

通
志
に
は
、
今
日
散
迭
し
て
行
方
の
知
れ
ぬ
厳
島
社
家
の
文
書
の
影
写
を
の
せ
て
い
る
。

個
人
的
に
蒐
集
し
た
も
の
と
し
て
功
績
を
の
こ
し
た
も
の
に
、
集
古
十
種
と
並
ん
で
刊
行
し
よ
う
と
し
て
松
平
定
信
が
集
め
た
「
古
文
書
集

」
入
二
冊
が
あ
る
。
定
信
の
集
め
た
も
の
は
、
文
佑
年
間
白
河
城
炎
上
の
と
き
に
焼
失
し
た
が
、
今
日
国
立
図
書
館
上
野
分
館
に
あ
る
旧
和
学



講
談
所
本
に
よ
る
と
、
約
二
千
通
の
古
文
書
を
、
震
筆
・
綿
旨
・
勅
宜
・
位
記
・
口
宣
・
院
宣
・
令
旨
・
御
内
書
・
御
教
書
・
下
文
・
庁
宣
な

ど
五
三
種
に
類
別
し
た
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
主
と
し
て
所
蔵
者
別
に
な
さ
れ
て
い
た
整
理
方
法
と
異
り
、
文
書
の
種
類
に
よ
っ
て
い
る
最
初
の

も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
水
戸
で
は
延
宝
貞
享
年
聞
に
随
時
書
写
し
た
古
文
書
を
集
め
て
、
「
諸
家
文
書
纂
」
一
四
冊
が
で
き
た
。
こ

れ
は
結
城
・
島
津
・
三
万
屋
・
洞
野
・
天
野
・
興
津
・
万
沢
な
ど
の
中
世
武
家
の
古
文
書
集
で
あ
る
。
個
人
の
も
の
と
し
て
水
戸
の
小
宮
昌
秀

の
「
楓
軒
文
書
纂
」
九
O
冊
、
大
坂
町
奉
行
で
あ
っ
た
新
見
正
路
の
「
賜
庫
文
庫
」
文
書
三
O
冊
、
紀
伊
和
歌
山
藩
士
山
中
信
古
の
「
南
狩
遺

文
」
な
ど
が
あ
る
。

（
以
上
主
と
し
て
相
田
二
郎
氏
「
日
本
の
古
文
書
」
上
第
三
章
に
よ
る
。
）

，，、、

一一、...／

九
州
で
も
、
江
戸
末
期
頃
、
佐
賀
で
佐
賀
文
書
纂
の
編
纂
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
編
集
者
の
名
が
明
ら
か
で
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
が
、

そ
の
所
収
文
書
は
、

東
妙
寺
文
書
・
光
浄
寺
文
書
・
龍
造
寺
文
書
・
正
法
寺
文
書
・
光
勝
寺
文

書
・
円
通
寺
文
書
・
三
岳
寺
文
書
・
高
城
寺
文
書
・
修
学
院
文
書
・
朝
鮮

国
過
去
帳
・
籾
権
現
文
書
・
山
王
社
文
書
・
稲
佐
山
文
書
・
嬢
野
家
古
文

書
・
小
田
村
家
文
書
・
深
江
文
書
・
鶴
田
家
古
文
書
・
渋
川
文
書
・
大
川

文
書
・
武
雄
神
社
文
書
・
横
獄
家
文
書
・
松
浦
党
山
代
文
書
・
武
雄
後
藤

文
書
・
深
堀
証
文
記
録

の
ニ
四
家
一
五

O
四
通
を
集
め
て
お
り
、
薩
摩
で
は
、
伊
地
知
季
安
が
弘
佑
年
間
（
A
D
一
八
四
四

l
七
）
に
着
手
し
、
子
季
通
が
明
治
一
三
年

（A
D
一
八
人
O
）
に
至
っ
て
完
成
し
た
「
旧
記
雑
録
」
（
一
般
に
は
薩
藩
旧
記
と
も
い
う
）
が
あ
る
。
こ
の
書
は
、
前
編
第
一
五
代
貴
久
ま

で
、
後
編
第
二
ハ
代
義
久
か
ら
第
十
九
代
光
久
ま
で
、
追
録
と
し
て
光
久
か
ら
第
三
九
代
忠
義
ま
で
、
と
附
録
よ
り
成
り
、
薩
隅
に
わ
た
る
文

書
記
録
を
集
め
て
年
代
順
に
配
列
し
た
も
の
で
、
年
代
は
長
久
二
年
（
A
D
一
O
四
一
）
か
ら
元
和
元
年
二
ハ
一
五
）
の
五
百
七
十
余
年
、
明

治
一
三
年
に
季
通
は
、
修
史
局
の
需
に
応
じ
、
一
本
を
謄
写
し
て
之
を
送
っ
た
が
、
そ
れ
が
今
日
内
閣
文
庫
に
伝
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
別

に
献
上
本
が
あ
り
、
鹿
児
島
県
立
図
書
館
、
九
州
大
学
園
史
研
究
室
の
謄
写
本
も
こ
の
献
上
本
の
写
し
で
、
前
編
四
入
巻
後
編
一

O
ニ
巻
あ

九
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る
。
然
る
に
島
樟
家
の
原
本
を
み
る
と
、
献
上
後
に
も
な
お
蒐
集
を
つ
づ
け
て
、
そ
の
分
量
は
献
上
本
の
殆
ん
ど
倍
に
近
い
。
献
上
本
に
集
め

四

ら
れ
て
い
る
古
文
書
は
、
慶
長
ま
で
の
分
だ
け
で
も
次
の
二
九
九
家
、
三
七
三
入
通
に
及
ん
で
い
る
。

（
宮
之
城
家
臣
）
阿
久
根
文
書
・
莫
線
文
書
・
阿
久
根
占
有
文
書
・
阿
多
飛

調
守
忠
県
所
持
文
書
・
加
世
間
愛
徳
文
書
・
秋
峯
九
郎
右
衛
門
所
持
文
書

．
有
馬
嘉
左
衛
門
所
持
文
書
・
有
局
長
右
衛
門
所
持
文
書
・
安
東
文
書
・

安
養
院
文
書
・
安
楽
為
兵
衛
所
持
文
書
・
（
帖
佐
）
安
楽
五
郎
左
衛
門
所

持
文
書
・
（
大
口
）
井
鮭
文
書
・
（
飯
野
士
）
井
尻
神
力
坊
文
書
・
（
谷
山
）

伊
佐
智
佐
権
現
文
帯
・
伊
作
家
文
書
・
伊
作
八
幡
神
社
文
書
・
（
大
崎
士
）

伊
集
院
文
脊
・
伊
勢
文
書
・
伊
地
知
縫
殿
重
治
文
書
・
伊
地
知
郷
兵
衛
所

持
文
書
・
伊
地
知
越
右
衛
門
所
持
文
書
・
伊
地
知
権
左
衛
門
所
持
文
書
・

伊
地
知
作
左
衛
門
所
持
文
書
・
伊
地
知
助
太
郎
所
持
文
書
・
伊
地
知
築
右

衛
門
所
持
文
沓
・
伊
地
知
弥
吉
郎
所
持
文
書
・
伊
藤
七
左
衛
門
所
持
文
書

・
池
間
右
近
所
持
文
書
・
（
小
根
占
）
池
端
文
書
・
石
原
文
書
・
石
松
文

書
・
和
泉
文
書
・
出
水
藤
之
丞
所
持
文
書
・
市
来
太
郎
左
衛
門
所
持
文
書

・
市
来
崎
文
書
・
（
坊
ノ
津
）
一
乗
院
文
書
・
（
高
岡
）
稲
荷
寺
文
書
・

（
串
良
）
稲
荷
大
明
神
文
書
・
指
宿
助
左
衛
門
所
持
文
書
・
（
高
岡
衆
）

揖
宿
左
近
兵
衛
忠
真
所
持
文
書
・
品
開
宿
十
郎
右
衛
門
所
持
文
書
・
猪
俣
文

替
・
入
江
文
書
・
入
来
院
文
書
・
入
来
院
直
記
所
持
文
書
・
岩
切
二
右
衛

門
所
持
文
書
・
岩
下
左
次
右
衛
門
所
持
文
書
・
（
入
来
院
）
石
見
重
額
所

持
文
書
・
（
入
来
家
臣
）
岩
出
氏
所
持
文
書
・
岩
一
苅
清
左
衛
門
家
綱
所
持

文
書
・
（
清
水
）
上
原
喜
八
所
持
文
書
・
上
原
休
兵
衛
所
持
文
書
・
上
原

長
次
郎
所
持
文
書
・
上
原
勝
育
所
持
文
書
・
牛
尿
文
書
・
内
田
七
郎
右
衛

門
所
持
文
書
・
（
庄
内
神
柱
大
明
神
大
岱
司
）
梅
北
正
兵
衛
所
持
文
書
・

梅
北
土
佐
入
直
所
持
文
書
・
頴
娃
文
書
・
円
通
庵
文
書
・
国
林
寺
文
書
・

小
川
内
村
文
書
・
小
倉
凶
右
衛
門
知
霊
所
持
文
書
・
（
大
口
）
小
苗
代
薬

師
文
書
・
（
吉
松
）
小
野
寺
文
書
・
小
浜
十
郎
所
持
文
書
・
大
平
文
書
・

大
脇
民
部
左
衛
門
尉
所
持
文
書
・
（
入
来
院
巨
）
岡
一
万
文
書
・
（
入
来
院

重
治
家
来
）
岡
本
八
郎
右
衛
門
重
感
所
持
文
書
・
（
諏
訪
舎
人
臣
）
加
治

木
文
書
・
（
贈
於
郡
）
花
林
寺
文
書
・
鹿
屋
権
兵
衛
兼
治
所
持
文
書
・
（
志

布
志
衆
）
鹿
屋
俄
左
衛
門
所
持
文
書
・
胸
屋
仁
右
衛
門
所
持
文
書
・
（
都

城
川
東
村
柿
木
関
百
姓
）
嘉
左
衛
門
文
脅
・
（
宮
之
城
）
柿
木
原
平
右
衛

門
所
持
文
書
・
（
入
来
院
臣
）
勝
間
文
書
・
勝
目
三
左
衛
門
所
持
文
書
・

桂
文
書
・
樺
山
源
三
郎
久
清
文
書
・
樺
山
権
左
衛
門
所
持
文
書
・
蒲
池
伸

所
持
文
書
・
鎌
出
文
書
・
（
桜
島
）
上
山
文
書
・
上
山
出
す
文
書
・
亀
山
父

六
久
連
所
持
文
書
・
河
上
笹
右
衛
門
所
持
文
書
・
河
上
次
郎
左
衛
門
所
持

文
書
・
川
上
式
部
所
持
文
書
・
川
上
志
摩
所
持
文
書
・
川
上
十
郎
左
衛
門

所
持
文
書
・
（
古
本
）
川
上
直
左
衛
門
所
持
文
書
・
川
上
東
馬
所
持
文
書

（
帖
佐
）
川
崎
良
真
房
文
書
・
川
町
勘
介
文
書
・
河
町
与
右
衛
門
国
度

所
持
文
書
・
（
野
田
）
観
応
寺
文
書
・
（
新
聞
宮
）
観
樹
院
か
〈
沓
・
（
帖
佐
）

観
成
寺
文
書
・
冠
獄
文
書
・
神
田
橋
助
右
衛
門
所
持
文
脅
・
（
小
林
）
木

浦
山
之
神
文
書
・
（
栗
野
）
木
瀬
清
左
衛
門
所
持
文
一
的
・
喜
入
文
書
・
北

郷
源
左
衛
門
所
持
文
書
・
（
市
来
士
）
北
山
新
兵
衛
所
持
文
書
・
岸
良
内

蔵
丞
所
持
文
書
・
岸
良
清
右
衛
門
兼
政
所
持
文
書
・
肝
属
文
書
・
肝
付
伴

兵
衛
兼
屋
所
持
文
書
・
（
樋
脇
士
）
肝
付
鏡
存
坊
書
・
（
河
辺
）
玉
泉
寺
文

書
・
（
水
引
）
情
内
大
検
校
文
脊
・
（
加
治
木
）
桑
畑
文
書
・
（
山
川
）
熊

野
権
現
文
書
・
（
帖
佐
船
津
村
百
姓
）
軍
右
衛
門
文
書
・
（
宋
士
口
）
検
見
崎



権
右
衛
門
文
脅
・
小
松
文
脊
・
児
支
文
書
・
（
田
中
）
後
藤
兵
衛
入
選
龍

淵
所
持
文
書
・
（
高
岡
）
光
孝
寺
文
書
・
（
高
山
）
高
崇
寺
文
書
・
（
谷
山
）

皇
徳
寺
文
書
・
（
串
木
野
）
広
清
寺
文
書
・
（
曽
木
）
広
徳
寺
文
書
・
国
分

平
次
郎
所
持
文
台
前
・
国
分
寺
文
沓
・
権
執
印
文
沓
・
左
近
允
文
書
・
佐
多

七
郎
兵
衛
官
入
者
・
西
郷
休
兵
衛
景
州
所
持
文
市
・
（
大
隅
・
川
町
内
）
最
勝
寺

右
一
以
文
科
・
（
蒲
生
士
）
澗
匂
十
兵
衛
所
持
文
帯
・
相
良
源
五
十
川
衛
門
紙

安
所
持
文
占
一
回
・
（
上
町
）
鮫
島
民
部
左
衛
門
所
持
文
書
・
去
川
藤
左
衛
門

所
持
文
書
・
猿
松
九
左
衛
門
所
持
文
書
・
（
社
司
）
沢
喜
三
八
所
持
文
書
・

（
野
口
）
山
内
寺
文
書
・
（
肝
付
兼
屋
臣
）
志
々
円
正
兵
衛
義
辰
所
持
文

書
・
重
久
文
書
・
執
印
古
ロ
十
店
街
門
友
賢
所
持
・
渋
谷
恕
兵
衛
霊
鋼
所
持
文

書
・
（
大
口
）
篠
原
文
書
工
大
口
士
）
篠
原
向
浄
院
文
書
・
（
野
田
士
）

篠
原
武
右
衛
門
所
持
文
書
・
（
山
川
）
正
龍
寺
文
書
・
（
高
山
）
昌
林
寺
文

書
・
臼
坂
市
郎
右
衛
門
所
持
文
書
・
（
飯
野
）
白
鳥
文
書
・
帖
佐
文
書
・

（
高
山
）
瑞
光
寺
文
書
・
（
諸
県
郡
大
田
原
村
）
新
助
文
書
・
（
土
問
利
）
角

内
的
対
衛
門
所
持
文
書
・
預
訪
数
馬
所
持
文
書
・
（
串
良
）
諏
訪
大
明
神

文
書
・
（
清
水
）
瀬
戸
口
弾
兵
衛
所
持
文
書
・
（
高
山
）
盛
光
寺
文
書
・
関

丘
先
衛
門
所
持
文
書
・
（
出
水
）
専
修
寺
文
書
・
（
伊
集
院
）
宣
徳
寺
文
書

・
（
比
士
山
鳥
）
相
馬
文
書
・
（
下
甑
烏
長
浜
村
農
夫
）
惣
兵
衛
所
持
文
書
・

田
代
総
殿
幡
町
長
所
持
文
帯
・
（
入
来
院
臣
）
問
中
氏
文
書
・
（
姶
良
衆
）
大

円
房
文
書
・
（
鶴
岡
）
大
願
寺
文
詩
・
（
鹿
児
島
郡
）
大
興
寺
文
書
・
（
阿

久
桜
）
大
国
寺
文
書
・
（
志
布
志
）
大
慈
寺
文
書
・
大
乗
院
文
書
・
（
官
同
一
附
）

大
目
寺
文
書
・
（
清
水
）
大
明
寺
文
書
・
（
水
引
）
泰
平
寺
文
書
・
（
大
隅
）

台
明
寺
文
書
・
（
大
口
）
高
城
文
書
・
（
入
来
臣
）
武
光
文
書
・
（
水
引
宮

内
村
）
武
兵
衛
所
持
文
書
・
種
子
島
文
書
・
（
飯
野
）
瑞
山
寺
文
書
・
秩

九
州
地
方
古
文
書
（
慶
長
以
前
）
の
蒐
集
整
理

父
本
国
文
書
・
（
電
－
宮
船
津
村
森
永
門
）
仲
太
郎
所
持
文
当
・
調
所
文
議
・

（
串
木
野
）
頂
峯
院
文
書
・
（
高
岡
）
長
福
寺
文
書
・
（
高
城
）
勅
れ
院
文

書
・
土
持
孫
兵
衛
所
持
文
書
・
（
入
来
）
寺
尾
文
書
・
寺
尾
善
右
衛
門
所

持
文
書
・
弟
子
丸
文
書
・
（
伊
作
）
天
徳
寺
文
謁
・
（
国
分
衆
）
東
郷
五
郎

兵
衛
所
持
文
書
・
（
入
来
家
医
）
東
郷
義
兵
術
所
持
す
〈
＃
・
東
条
利
右
衛

門
所
持
文
説
・
時
任
者
・
（
東
野
）
徳
－

E寸
文
書
・
寓
光
文
得
・
（
山
内
一
附
）

富
満
大
右
衛
門
品
川
持
文
書
・
（
国
分
）
富
ノ
隈
文
書
・
（
都
城
）
宮
山
外
記

所
持
文
書
・
（
帖
佐
衆
）
富
山
清
右
衛
門
義
清
所
持
文
書
・
（
附
於
郡
）
止

上
神
社
文
省
・
（
出
水
町
人
）
友
間
文
書
・
・
友
野
文
帯
・
（
入
来
臣
、
盛
山
文

書
・
奈
良
原
清
左
衛
門
所
持
丸
帯
・
（
都
城
）
永
井
制
限
兵
衛
所
持
文
選
・
（
入

来
）
永
利
文
書
・
（
永
吉
）
永
吉
邑
主
所
持
文
書
・
（
智
覧
庄
）
難
波
育
関

所
持
文
書
・
南
林
寺
文
書
・
二
階
堂
三
左
衛
門
定
行
所
持
文
書
・
（
諸
県

郡
加
久
藤
）
二
宮
社
文
書
・
新
納
宗
心
文
書
・
新
納
善
左
衛
門
所
持
文
書

・
（
加
治
木
）
新
納
仲
左
衛
門
所
持
文
書
・
新
納
忠
徳
入
道
楚
弓
所
持
文

書
・
新
納
矢
太
右
衛
門
所
持
文
書
・
（
肝
付
郡
）
・
図
俣
文
書
・
（
別
部
）
日

光
神
社
文
書
・
日
新
寺
文
書
・
（
蒲
生
衆
）
根
占
掃
部
所
持
文
書
・
根
占
報

右
衛
門
所
持
文
書
・
弥
寝
左
近
重
永
所
持
文
書
・
（
脳
於
部
）
念
仏
寺
文

書
・
（
士
山
布
志
）
野
神
村
帯
刀
所
持
文
書
・
（
垂
水
衆
）
野
口
孝
左
衛
門
所

持
文
議
・
野
添
文
書
・
（
清
水
衆
）
野
町
主
局
所
持
文
書
・
（
小
林
中
柑
）

野
間
文
様
・
（
都
城
）
野
辺
文
脅
・
野
村
欝
兵
衛
所
持
文
沓
・
（
都
城
）
野

村
大
右
衛
門
所
持
・
（
大
崎
衆
）
野
本
内
記
所
持
文
書
・
（
財
部
衆
）
延

時
藤
左
衛
門
所
持
文
書
・
（
加
治
木
）
長
谷
場
文
書
・
（
末
吉
）
羽
鳥
新
兵

衛
所
持
文
書
・
林
甚
五
兵
衛
所
持
文
書
・
（
山
川
）
浜
崎
文
書
・
浜
田
文

書
・
（
吉
松
）
般
若
寺
文
書
・
（
穴
口
衆
）
肥
後
助
三
郎
所
持
文
書
・
菱
苅

五



九
州
地
方
古
文
書
（
慶
長
以
前
）
の
蒐
集
整
理

木
工
助
所
持
文
書
・
比
志
島
文
書
・
比
志
鳥
臨
物
館
貞
所
持
文
書
・
平
田

文
書
・
（
鹿
児
島
郡
）
福
昌
寺
文
書
・
（
加
治
木
）
福
永
文
書
・
（
向
島
士
）

藤
崎
正
兵
衛
所
持
文
書
・
（
重
富
）
船
津
町
百
姓
某
所
持
文
書
・
弁
官
新

兵
衛
所
持
文
書
・
（
田
代
）
宝
光
寺
文
書
・
（
河
辺
郷
）
宝
福
寺
文
書
・
藤

野
文
書
・
（
志
布
志
）
宝
満
寺
文
書
・
（
清
水
郷
）
北
辰
社
文
書
・
星
野
文

書
・
（
高
岡
）
法
華
獄
寺
文
書
・
（
串
良
衆
）
堀
口
長
左
衛
門
所
持
文
書
・

（
入
来
）
本
田
宣
親
所
持
文
書
・
（
高
岡
士
）
本
田
九
郎
右
衛
門
親
登
所
持

文
書
・
（
都
城
）
本
田
仁
十
郎
所
持
文
書
・
本
田
助
之
丞
所
持
文
書
・
（
肝

付
半
兵
衛
家
臣
）
前
回
三
左
衛
門
所
持
文
書
・
（
加
世
田
）
前
田
茂
右
衛
門
所

持
文
書
・
前
回
弥
左
衛
門
重
信
所
持
文
書
・
町
田
文
書
・
（
大
口
）
丸
田
文

~ 

ノ＼

書
・
（
飯
野
）
満
足
寺
文
書
・
（
鹿
屋
衆
）
三
浦
勘
左
衛
門
所
持
文
書
・
（
入

来
臣
）
宮
里
文
書
・
（
末
吉
）
宮
里
文
書
・
宮
里
六
郎
左
衛
門
所
持
文
書
・

官
之
原
越
右
門
所
持
文
書
・
宮
原
文
書
・
村
田
五
郎
左
衛
門
所
持
文
書
・

村
田
太
右
衛
門
所
持
文
書
・
最
上
文
書
・
安
蔵
文
書
・
（
蒲
生
士
）
山
内
文

書
・
（
国
分
士
）
山
崎
盛
右
衛
門
所
持
文
書
・
山
田
文
書
・
山
田
直
五
郎

所
持
文
書
・
山
間
七
郎
右
衛
門
久
適
所
持
文
書
・
山
田
弥
九
郎
有
盛
所
持

文
書
・
山
本
長
左
衛
門
所
持
文
書
・
凶
木
文
書
・
吉
田
次
郎
兵
衛
為
清
所

持
文
書
・
（
市
来
）
龍
雲
寺
文
書
ニ
大
隅
）
梼
厳
寺
文
書
・
（
阿
久
根
）

蓮
花
寺
文
書
・
（
高
岡
）
龍
福
寺
文
書
・
和
田
佐
左
衛
門
所
持
文
書
・
和

田
帯
刀
所
持
文
書
・
若
松
喜
三
左
衛
門
所
持
文
書

右
の
外
に
、
更
に
数
百
通
の
御
文
庫
文
書
、
即
ち
島
津
家
文
書
を
収
め
て
お
り
、
彼
是
四
千
通
の
文
書
を
収
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の

殆
ん
ど
大
部
分
は
、
明
治
維
新
の
際
の
猛
烈
な
魔
仏
棄
釈
の
た
め
に
、
例
え
ば
平
安
時
代
か
ら
の
特
殊
な
内
容
を
も
っ
た
台
明
寺
文
書
や
権
執

じ
て
の
社
会
変
動
の
た
め
の
、
麓
衆
の
没
落
な
ど
に
よ
っ
て
、

印
文
書
や
一
乗
院
文
書
の
如
き
、
台
明
寺
文
書
の
一
部
が
島
津
家
に
収
蔵
さ
れ
た
以
外
は
殆
ん
ど
散
迭
し
去
っ
て
お
り
、
更
に
明
治
大
正
を
通

そ
の
行
方
の
知
れ
ぬ
も
の
が
頗
る
多
く
、
そ
の
点
で
も
本
書
の
価
値
は
絶
大
な

も
の
が
あ
る
。
今
日
薩
隅
日
の
歴
史
研
究
に
は
、
本
書
を
見
ず
し
て
は
、
不
可
能
と
い
っ
て
よ
い
。

（
鹿
児
島
県
下
の
古
文
書
は
、
殆
ん
ど
本

る
所
以
で
あ
る
。
）

量
百
に
網
羅
さ
れ
て
い
る
が
、
な
お
繭
寝
文
書
や
二
階
堂
文
書
の
如
、
き
か
な
り
重
要
な
も
の
が
収
載
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
の
補
足
を
必
要
と
す

隣
り
の
肥
後
で
は
、
肥
前
或
は
薩
摩
の
如
、
き
古
文
書
蒐
集
は
全
然
行
わ
れ
て
い
な
い
。
阿
蘇
家
文
書
や
相
良
家
文
書
の
如
、
き
大
部
な
も
の
が

あ
り
、
前
者
は
阿
蘇
神
社
の
分
と
合
せ
て
一
一
五
人
通
（
こ
の
中
八
一
入
通
は
写
で
原
本
の
あ
る
も
の
と
重
復
し
た
分
を
除
く
）
、
後
者
は
一

。
三
一
通
を
数
え
、
そ
の
外
に
も
家
臣
団
の
中
で
小
代
文
書
・
志
賀
文
書
な
ど
重
要
な
も
の
が
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
わ
ず
か
に
肥
後
国
志
の



中
に
、
小
代
文
書
と
、
外
二
、
三
の
文
書
が
収
録
さ
れ
て
い
る
程
度
に
す
ぎ
な
い
。
日
向
も
亦
同
様
で
あ
る
。

豊
後
で
は
、
江
戸
末
期
に
碩
田
叢
史
が
あ
る
。
岡
藩
の
学
者
碩
田
後
藤
真
守
に
よ
っ
て
集
成
さ
れ
た
も
の
で
、
甲
斐
宗
達
記
・
菊
池
風
土
記

・
岩
屋
軍
記
な
ど
の
軍
記
物
語
・
縁
起
・
系
図
類
も
あ
る
が
、
主
と
し
て
文
書
を
集
め
た
も
の
で

平
吾
文
書
・
一
万
田
文
書
・
大
友
親
繁
よ
り
義
統
公
迄
感
状
写
・
御
感
状

写
・
野
上
文
章
（
肥
後
）
・
津
崎
十
右
衛
門
所
持
文
書
・
志
賀
家
文
書
・
帆

足
市
弥
太
所
持
文
書
・
進
木
庄
九
郎
所
持
文
書
・
富
来
源
左
衛
門
所
持
文

書
・
薬
師
寺
実
五
郎
所
持
文
書
・
大
智
寺
文
書
・
渡
辺
仙
介
文
書
・
幸
文

書
・
中
村
助
九
郎
所
持
文
書
・
古
田
富
文
書
・
大
野
彦
左
衛
門
所
持
文
書
・

堀
文
書
・
大
野
太
郎
兵
衛
所
持
文
書
・
詫
磨
文
書
・
三
池
文
書
・
池
辺
寺

文
書
・
薩
摩
文
章
・
天
正
文
禄
慶
長
文
章
・
糸
永
文
書
（
肥
後
）
・
竹
田

津
鬼
大
夫
所
持
文
書
・
相
良
半
五
郎
所
持
文
書
・
津
崎
栄
吉
所
持
文
書
・

竹
田
津
志
摩
右
衛
門
所
持
文
書
（
熊
本
）
・
小
串
俊
政
所
持
文
書
・
竹
田

津
喜
太
夫
所
持
文
書
・
岐
部
文
書
・
吉
兵
衛
所
持
文
書
・
佐
藤
源
助
所
持

文
書
・
潜
都
文
書
・
片
山
九
郎
兵
衛
所
持
文
書
〈
細
川
藩
）
・
西
村
理
左

衛
門
所
持
文
書
・
立
花
家
御
感
状
写
（
柳
川
）
・
志
賀
左
太
郎
差
出
文
書

．
志
賀
武
左
衛
門
差
出
文
書
・
日
小
野
甚
右
衛
門
井
日
小
田
村
庄
屋
所
持

文
書
・
大
窪
文
書
・
深
山
八
幡
宮
文
書
・
三
田
井
文
書
・
永
富
栄
松
所
持

文
書
・
合
志
久
次
郎
差
出
文
書
・
下
石
文
書
・
大
津
留
文
書
・
小
串
文
章

・
字
倉
藤
左
衛
門
所
持
文
書
・
那
波
文
書
・
鳥
飼
惣
左
衛
門
所
持
文
書
・

国
東
郡
農
家
某
文
書
・
田
原
文
章
（
「
杵
築
家
中
入
江
孫
三
郎
家
蔵
之
内

ゆ
ゑ
あ
り
て
此
分
所
々
散
在
せ
し
を
写
三
千
八
百
通
之
内
」
と
あ
る
）

詫
磨
文
章
・
松
野
文
書
（
熊
本
）
・
上
津
八
幡
宮
文
書
・
清
田
文
章
・
円

寿
寺
文
書
・
積
回
文
書

整
理
は
、
薩
藩
旧
記
に
比
べ
て
、
は
る
か
に
不
完
全
で
あ
る
。

以
上
約
五
O
O
通
を
集
め
て
あ
る
。
そ
の
蒐
集
は
豊
後
内
ば
か
り
で
な
く
、
肥
後
藩
家
中
に
も
及
ん
で
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
が
、
そ
の

次
に
筑
後
で
は
、
矢
野
一
貞
の
編
に
な
る
と
思
わ
れ
る
「
歴
世
古
文
書
」
三
冊
が
あ
る
。
矢
野
一
貞
に
は
、

「
筑
後
将
士
軍
談
」

（
一
名
「

筑
後
国
史
」
）
の
編
著
が
あ
り
、
そ
の
巻
二
十
九
か
ら
巻
四
十
四
に
至
る
巻
に
系
譜
小
伝
が
あ
り
、
こ
れ
に
筑
後
諸
家
の
系
図
と
共
に
、
諸
家

の
文
書
を
多
く
引
載
し
て
い
る
。
北
野
松
林
院
文
書
・
上
妻
文
書
・
室
園
文
書
・
小
川
平
助
所
蔵
文
書
・
洞
北
文
書
・
五
条
文
書
・
横
溝
文
書

．
大
隈
文
書
・
永
松
文
書
・
近
藤
文
書
・
酒
見
浄
土
寺
文
書
・
高
良
社
文
書
・
宗
崎
文
書
・
三
原
文
書
・
田
中
家
文
書
・
朽
網
民
文
書
の
一
六

九
州
地
方
古
文
書
（
慶
長
以
前
）
の
蒐
集
整
理

家
で
あ
る
。
。
と
こ
ろ
で
歴
世
古
文
書
は
、
筑
後
圏
内
の
諸
家
文
書
に
若
干
の
圏
外
の
文
書
を
交
え
て
凡
三
入
O
適
を
ほ
ぼ
編
年
的
に
整
理
し

七



九
州
地
方
古
文
書
（
慶
長
以
前
）
の
蒐
集
整
理

た
も
の
で
あ
る
。
所
収
文
書
は
、

八

夜
明
村
朝
日
寺
文
書
・
安
国
寺
文
書
・
鯵
坂
茜
蔵
文
書
・
稲
員
文
書
・
今

村
家
記
・
牛
島
直
吉
所
持
文
書
〈
上
妻
郡
津
在
村
百
姓
）
・
岩
橋
文
書
（
御

井
郡
古
賀
）
・
梅
津
文
書
・
博
多
王
丸
氏
文
書
・
小
川
村
文
書
・
大
隈
文

書
・
大
鳥
居
文
書
（
筑
前
）
・
大
視
文
書
（
高
良
社
）
・
蒲
池
文
書
・
釜
屋

文
書
（
上
妻
郡
）
・
博
多
神
屋
氏
文
書
・
河
北
文
書
・
河
原
（
横
溝
）
文

書
・
北
野
社
文
書
・
喜
左
衛
門
文
書
（
三
原
郡
本
郷
西
庄
屋
）
・
木
屋
文

書
・
草
野
八
幡
宮
文
書
・
朽
網
氏
文
書
・
隈
民
文
書
・
上
妻
文
書
・
南
部

西
大
寺
文
書
・
近
藤
文
書
・
西
念
寺
文
書
・
酒
井
田
文
書
・
霊
助
家
文
書

筑
前
の
古
文
書
蒐
集
に
は
、
殆
ん
ど
見
る
べ
き
も
の
が
な
い
。
青
柳
種
信
や
員
原
篤
信
の
如
き
人
々
も
、
白
文
書
の
蒐
集
整
理
し
た
も
の
を

（
上
安
郡
務
原
村
庄
屋
）
・
浄
土
寺
文
書
（
酒
見
村
て
千
光
寺
文
書
・
玉

霊
宮
文
書
・
長
福
寺
文
書
・
津
川
氏
文
書
（
会
持
作
家
臣
）
・
中
村
家
文
書

（
筑
前
恰
土
郡
）
・
馬
場
文
書
・
勘
左
衛
門
所
持
文
書
（
下
回
村
庄
屋
）
・

坂
東
寺
文
脊
・
平
川
家
文
書
・
風
浪
社
文
書
・
福
山
屋
文
書
・
武
家
高
名

記
文
書
・
前
回
軍
八
文
書
（
右
京
師
）
・
水
田
東
文
書
・
麦
生
村
庄
屋
文

書
・
柳
坂
上
野
文
書
・
弥
士
口
所
持
文
書
・
山
北
邑
文
書
・
雷
山
文
書
（
筑

前）

残
さ
ず
、
伊
藤
常
足
の
大
宰
管
内
志
は
、
古
文
書
を
引
用
す
る
こ
と
頗
る
多
く
、
そ
の
中
に
は
今
日
そ
の
所
在
を
失
っ
て
い
る
も
の
も
少
く
な

く
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、

ま
と
ま
っ
た
も
の
は
な
か
っ
た
。

い
が
、
し
か
し
こ
れ
は
断
片
的
で
あ
る
。
明
治
初
年
、
秋
月
の
人
江
藤
正
澄
民
は
、
好
古
の
調
査
あ
ま
ね
く
、
古
文
書
の
勝
写
し
た
も
の
も
少

わ
ず
か
に
明
治
初
年
、

糸
島
郡
の
郡
長
を
つ
と
め
た
児
玉
組
氏
の
採
集
し

た
、
児
玉
氏
採
集
文
書
は
、
主
と
し
て
糸
島
早
良
二
郡
を
中
心
に
し
た
蒐
集
で
は
あ
る
が
、
ま
ず
以
て
筑
前
古
文
書
集
の
代
表
と
す
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。
そ
の
収
集
す
る
と
こ
ろ
は
次
の
七
八
家
六
五
O
通
で
あ
る
。

青
木
氏
文
書
・
青
木
市
郊
右
衛
門
所
持
文
書
・
麻
生
九
兵
衛
所
持
文
書
・

安
東
市
右
衛
門
所
持
文
書
・
石
井
文
書
・
石
井
徳
兵
衛
所
持
文
書
・
石
松

新
兵
衛
所
持
文
書
・
五
十
君
寿
他
所
持
文
書
・
飯
田
伊
八
所
持
文
書
・
宇

都
宮
飯
野
氏
所
持
文
書
・
上
回
権
内
所
持
文
書
・
占
部
氏
所
持
文
書
・
占

部
与
市
所
持
文
書
・
浦
上
弥
兵
衛
所
持
文
書
・
浦
田
左
兵
衛
門
所
持
文
書

．
永
源
寺
文
書
・
永
満
寺
村
農
家
吉
次
所
持
文
書
・
小
田
部
家
古
文
書
・

大
井
村
伯
楽
所
持
文
書
・
大
津
留
氏
古
証
文
写
・
王
丸
氏
古
文
書
・
阿
部

氏
文
書
・
香
月
氏
文
書
・
勝
屋
氏
古
文
書
・
木
原
佐
次
右
衛
門
所
持
文
書

．
久
野
四
兵
衛
所
持
文
書
・
楠
橋
社
家
所
持
文
書
・
薦
問
氏
文
書
・
榊
氏

文
書
・
神
松
寺
文
書
・
新
入
黒
山
氏
所
持
文
書
・
甘
間
作
四
郎
助
所
持
文
書

．
清
五
郎
所
持
文
書
・
田
久
村
百
姓
所
持
文
書
・
田
尻
藤
介
所
持
文
書
・

大
宮
司
佐
野
氏
文
書
（
遠
賀
郡
）
・
丹
助
大
夫
所
持
文
書
・
長
氏
所
蔵
文



書
・
筒
井
氏
文
書
・
東
郷
七
兵
衛
所
持
文
書
・
時
校
長
大
夫
所
持
文
書
・

鳥
越
文
書
・
泊
源
七
所
持
文
書
・
中
村
家
古
文
書
・
中
牟
田
与
市
所
持
文

書
・
西
氏
文
書
・
野
上
市
左
衛
門
所
持
文
書
・
波
多
江
弥
右
衛
門
所
持
文

書
・
波
多
野
殿
衛
所
持
文
書
・
馬
場
氏
文
書
・
梅
月
氏
古
文
書
・
笹
崎
大

宮
司
文
書
・
泊
生
氏
古
文
書
・
原
伝
右
衛
門
所
持
文
書
・
原
田
文
書
・
津

川
七
左
衛
門
所
持
文
書
・
大
鳥
居
文
書
・
小
鳥
居
文
書
・
御
供
屋
所
文
書

児
玉
民
に
は
、
改
正
原
田
記
附
録
の
編
集
も
あ
っ
て
、

（
以
上
三
家
筑
紫
郡
）
・
山
部
村
庄
屋
文
書
（
鞍
手
郡
）
・
鳥
飼
宮
祝
史
平

山
氏
所
蔵
文
書
・
原
村
庄
屋
所
蔵
文
書
・
弘
中
氏
文
書
・
深
木
五
郎
右
衛

門
所
持
文
書
・
二
村
農
家
所
持
文
書
・
帆
足
孫
兵
衛
所
蔵
文
書
・
真
名
子

家
文
書
・
三
苫
文
書
・
森
文
書
・
弥
富
氏
文
書
・
安
値
文
書
・
山
前
氏
文

書
・
山
崎
氏
文
書
・
山
部
村
庄
屋
所
持
文
書
・
湯
浅
七
大
夫
所
持
文
書
・

横
綴
古
文
書
写
・
吉
村
庄
左
衛
門
所
持
文
書
・
笠
文
書

こ
れ
に
も
約
二
百
通
に
余
る
文
書
を
、
編
年
的
に
集
め
て
あ
る
。

以
上
を
要
す
る
に
九
州
地
方
の
古
文
書
の
蒐
集
整
理
は
、
わ
ず
か
に
佐
賀
文
書
纂
が
藩
を
背
景
と
し
て
編
集
せ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
外
は
（

鍋
島
家
の
文
庫
で
あ
る
御
内
庫
所
に
そ
の
藍
本
と
お
ぼ
し
き
も
の
が
あ
り
、
松
浦
山
代
文
書
・
深
堀
記
録
証
文
な
ど
の
原
本
が
あ
る
の
は
、
こ

れ
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
）
、
何
れ
も
民
間
個
人
の
力
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
注
目
し
て
よ
い
。

「
御
判
物
写
L

な
ど
と
称
し
た
。

と
こ
ろ
が
対
馬
の
宗
藩
で
は
、
江
戸
時
代
に
屡
々
藩
中
の
判
物
改
め
を
行
い
、
そ
の
都
度
之
を
編
集
し
て
、

「
御
判
物
帳
」

「
御
判
物
控
」

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
既
に
筆
者
は
、
九
州
文
佑
史
研
究
所
紀
要
第
一
号
に
詳
細
な
報
告
を
し
た
の
で
、

こ
こ
で
は
そ
の
結
果
だ
け
を
表
示
し
て
お
く
。

名

編
集
年
時
一
所
持
家
数
一
所
収
文
書
数
一
内
慶
長
以
前
分

I
1
1
i
l
i－
－

家

延

宝

一

一

四

五

三

四

コ

一

六

九

冊

町
中
御
判
形
之
写

二
冊

命

宗
家
御
判
物
写

冊

同貞
I/ I/ 

対
州
八
郡
寺
社
御
判
物
写
根

享
禄
以
前
八
郡
御
旧
判
写

九
州
地
方
古
文
書
（
慶
長
以
前
）
の
蒐
集
整
理

七
0 

一五

五

♀ 

一
二
九

二
二
五

一
一
七
二

一
一
二
八

享

四ゴ

』、－ノ
一八

I¥ 

六
八

九



九
州
地
方
古
文
書
（
慶
長
以
前
）
の
蒐
集
整
理

事
禄
年
迄
馬
廻
御
判
物
帳

大
屋
従
御
判
物
帳

歩
行
御
判
物
帳

府
内
山
伏
法
者
御
判
物
帳

府
内
大
工
御
判
物
帳

宗
家
御
判
物
写
社
家

宗
家
御
判
物
帳
町
人

佐
須
郷
御
判
物
帳

御
馬
廻
御
判
物
控

大
小
姓
御
判
物
控

歩
行
御
判
物
帳

集
御
判
物
帳

御
旧
判
控

二
八
冊

府
内
田
舎
寺
社
所
持
之
御
判
物
写

給
人
寺
社
足
軽
百
姓
御
判
物
写
豊
崎
郷

一
根
郷
給
人
寺
社
足
経
百
姓
御
代
代
御
判
物
写
三
冊

佐
護
郷
給
人
寺
社
足
軽
百
姓
御
判
物
控

仁
位
郷
御
判
写

与
良
郷
給
人
寺
社
足
経
百
姓
御
判
物
写

冊

宝

永

享

保

八

，， I; 。I; ，， 。イシイシ，， I; ，， I; I; ，， ，， I/ ，， 

七。一五
四
0 

一
O
七

四
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六
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五
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一
給
人
井
寺
社
足
軽
百
姓
御
代
々
御
判
物
写
帳

－
伊
奈
郷
宗
家
御
判
物
写

文

化

事

保

八一
カー

八八
O 二

在五

三
家
六
三
ニ
六
通
と
な
る
。
お
ど
ろ
く
べ
き
数
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

以
上
の
各
判
物
控
或
は
判
物
写
は
相
互
の
聞
に
重
復
が
甚
レ
い
。
今
そ
れ
ら
の
重
復
を
整
理
す
れ
ば
、
対
馬
島
内
の
中
世
文
書
は
、

。

”‘、一ー一、』J

九
州
地
区
の
本
格
的
な
古
文
書
の
調
査
と
蒐
集
は
、
や
は
り
明
治
二

O
年
の
修
史
局
員
に
よ
る
探
訪
で
あ
る
。
明
治
一
八
年
（
A
D
一
八
八

五
）
修
史
館
編
修
副
長
重
野
安
縄
博
士
の
発
案
に
よ
り
、
全
国
的
な
記
録
古
文
書
の
探
訪
が
企
て
ら
れ
た
。
こ
の
年
重
野
博
士
自
身
が
関
東
六

県
の
採
訪
を
行
い
、
更
に
星
野
恒
博
士
が
、
明
治
一
九
年
か
ら
同
二
二
年
に
わ
た
っ
て
中
部
地
方
井
に
近
畿
地
方
を
採
訪
し
、
久
米
邦
武
博
士

奥
書
の
あ
る
影
写
及
び
謄
写
文
書
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

が
、
明
治
二

O
年
九
州
地
方
を
採
訪
し
た
。
こ
の
時
の
九
州
採
訪
は
、
主
と
し
て
北
九
州
で
、
今
日
史
料
編
纂
所
に
あ
る
明
治
二

O
年
採
訪
の

筑
前
宇
美
八
機
富
・
児
玉
文
治
川
・
庄
崎
文
書
・
重
富
文
書
・
朱
雀
文
書
・

勝
福
寺
文
書
・
大
泉
坊
文
書
・
大
悲
王
院
文
書
・
徳
永
文
書
・
宮
崎
大
宮

司
文
書
・
行
弘
文
書
・
古
門
績
文
帯
（
以
上
糸
内
向
郡
）
・
麻
生
文
書
・
飯
間
文

書
・
江
藤
文
書
・
櫛
旧
宮
文
書
・
来
鳥
文
書
・
黒
間
文
書
・
鳥
井
文
書
・

承
．
大
寺
文
書
・
則
子
補
t
ず
文
書
・
末
次
文
内
・
住
吉
神
社
文
書
・
間
村
文
書

・
右
同
文
書
（
以
上
福
岡
市
）
・
滞
池
文
書
・
宗
勝
寺
文
書
・
花
一
房
文
書
・

横
大
路
文
書
（
制
度
郡
）
・
浅
木
社
文
書
・
小
間
文
持
・
亀
津
文
書
（
佐
野

文
書
・
篠
隅
神
社
文
書
・
問
中
文
書
・
竹
井
文
書
・
剣
社
文
書
・
波
多
野

九
州
地
方
古
文
書
（
慶
長
以
前
）
の
蒐
集
整
理

文
書
・
吉
井
文
書
（
以
上
遠
賀
郡
）
壱
岐
神
社
文
当
・
岩
熊
文
書
・
永
源

寺
文
書
・
香
月
文
書
・
住
吉
神
社
文
書
（
以
上
鞍
手
郡
）
・
大
鳥
居
文
書
・

観
附
背
寺
文
脊
・
小
鳥
居
申
入
者
・
御
供
屋
文
書
・
満
同
州
院
文
書
・
弥
富
文

書
（
以
上
筑
紫
郡
）
・
大
倉
氏
採
集
文
書
・
神
屋
文
書
・
教
法
寺
文
書
・
郡

す入判
H

・
郡
文
川
品
川
・
西
念
寺
文
書
・
新
品
川
文
訂
（
以
上
初
倉
郡
）

筑
後
梅
津
文
書
・
近
藤
文
U
M
（
三
務
部
）
・
鏡
山
文
書
・
高
良
社
文
書
・
田

代
文
れ
川
・
山
別
的
文
書
（
以
上
三
井
郡
）
・
小
河
文
書
・
上
安
文
書
・
木
屋

文
書
・
五
条
文
書
・
三
原
文
書
・
室
園
文
書
・
矢
賀
部
文
書
（
以
上
八
女



九
州
地
方
古
文
書
（
慶
長
以
前
）
の
蒐
集
整
理

郡
）
・
大
津
留
文
書
・
佐
田
文
書
・
清
水
寺
文
書
・
田
原
文
書
・
十
時
文

書
（
以
上
山
門
郡
）

豊
前
香
春
神
社
文
書
・
春
日
神
社
文
書
・
興
国
寺
文
書
（
以
上
田
川
郡
）
・

永
照
寺
文
書
・
大
森
文
書
・
清
末
文
書
・
黒
水
文
書
・
平
野
文
書
（
以
上

企
敷
郡
）
・
今
井
津
須
佐
神
社
文
書
・
村
上
文
書
（
以
上
京
都
郡
）
・
求
菩
提

山
文
書
・
則
行
文
書
（
築
上
郡
）
・
内
尾
文
書
・
奥
平
文
書
・
成
恒
文
書
・

新
聞
文
書
・
野
中
文
書
・
吉
武
文
書
（
以
上
下
毛
郡
）
・
今
永
文
書
・
今
仁

文
書
・
上
回
文
書
・
横
田
文
書
・
恵
良
文
書
・
乙
噌
文
書
・
辛
島
文
書
・

河
谷
文
書
・
北
文
書
・
近
藤
文
書
・
佐
田
文
書
・
大
楽
寺
文
書
・
萩
原
文

書
・
福
本
文
書
（
以
上
宇
佐
郡
）

豊
後
草
野
文
書
（
日
田
郡
）
・
甲
斐
文
書
・
志
賀
文
書
・
竹
下
文
書
（
以
上

直
入
郡
）
・
大
野
文
書
・
佐
土
原
文
書
・
佐
藤
文
書
・
広
田
文
書
・
深
山
八

幡
神
社
文
書
（
以
上
大
野
郡
）
・
詫
磨
文
書
（
北
海
部
郡
）
・
一
万
四
文
叫
・

高
屋
文
書
・
都
甲
文
書
・
利
摂
文
書
・
中
村
文
書
・
福
島
文
書
・
官
師
文

書
・
枠
原
八
幡
宮
文
書
・
向
文
書
（
以
上
大
分
郡
）
・
荒
巻
文
書
・
入
江
文

書
・
宇
都
宮
文
書
・
小
野
屋
文
書
・
羽
柴
文
書
・
姻
文
書
・
山
田
文
脅
・

吉
弘
文
書
（
以
上
速
見
郡
）
・
穂
町
文
書
・
輿
満
文
書
・
間
代
文
勢
・
松
原

文
書
・
三
浦
文
書
・
溝
辺
文
書
（
以
上
東
国
東
郡
）
・
大
畠
文
書
（
西
国
東

郡）

肥
前
鍋
島
文
書
（
小
城
郡
）
・
平
井
坊
文
書
（
藤
津
郡
）
・
伊
万
里
文
書
・
石

志
文
書
（
北
松
浦
郡
）

肥
後
願
行
寺
文
書
・
広
福
寺
文
脊
・
商
安
寺
文
書
・
清
源
寺
文
書
（
以
上

玉
名
郡
）
・
金
剛
乗
寺
文
書
（
鹿
本
郡
）
・
合
士
山
文
書
・
佐
々
文
書
・
小
代
文

書
・
正
観
寺
文
書
（
以
上
菊
池
郡
）
・
阿
蘇
文
帯
・
小
橋
文
書
・
北
里
文
脊

．
西
厳
殿
寺
文
書
・
下
村
文
書
・
高
｛
門
文
書
・
満
願
寺
文
書
・
三
弁
文
書

（
以
上
阿
蘇
郡
）
・
内
田
文
書
・
大
木
文
書
・
加
悦
文
書
・
志
賀
文
書
・
大

慈
寺
文
書
・
藤
崎
八
幡
神
社
文
書
・
米
附
文
書
（
以
上
熊
本
市
放
飽
託
郡
）
・

永
亦
寺
文
書
・
児
玉
文
書
・
馬
場
文
書
・
藤
野
文
書
（
以
上
経
城
郡
）
・

浄
信
寺
文
書
・
松
井
家
文
書
（
以
上
八
代
郡
）

日
向
大
坪
文
書
・
神
代
・
長
野
文
品
川
代
以
上
児
山
間
部
）
・
入
間
文
持
・
川
上
文

議
・
谷
口
文
書
・
本
間
文
書
・
土
持
文
書
（
以
上
東
諸
県
都
）
・
梅
北
交
場

・
篠
原
文
書
・
富
山
文
書
（
以
上
北
諸
県
郡
）

薩
摩
新
納
文
書
（
鹿
児
島
市
）

明
治
二
十
年
の
採
訪
目
録
に
よ
れ
ば
、
久
米
博
士
が
一
応
調
査
さ
れ
た
も
の
は
、

こ
の
外
に
も
な
お
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
調
査
の
結

果
採
訪
さ
れ
た
の
は
、
大
体
右
の
も
の
で
あ
っ
た
。
宗
像
神
社
の
如
き
も
、
調
査
し
た
旨
が
報
告
さ
れ
て
は
い
る
が
、
文
書
の
影
写
が
つ
く
ら

れ
た
の
は
、
大
正
七
年
（
A
D
一
九
一
八
）
と
な
っ
て
い
る
。
薩
摩
国
の
如
、
き
、
僅
か
新
納
文
書
一
点
の
み
と
い
う
さ
び
し
さ
で
あ
る
。
果
し

て
薩
摩
に
ま
で
足
跡
が
及
ん
だ
の
か
疑
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
採
訪
が
全
国
的
規
協
で
行
わ
れ
た
一
面
で
は
、
各
地
方
を
仔
細
に
行
う
と
い
う

乙
と
が
欠
け
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
こ
で
、
大
正
末
年
、
当
時
史
料
編
纂
掛
と
な
っ
て
い
た
修
史
局
の
事
業
が
大
拡
張
主
れ
る
と
共



に
、
更
に
徹
底
的
な
採
訪
の
必
要
か
ら
、
九
州
地
区
も
数
回
に
わ
た
る
採
訪
が
く
り
返
さ
れ
た
。
大
正
十
五
年
（
A
D
一
四
九
O
）
鷲
尾
．
順
敬

民
の
豊
後
地
方
の
採
訪
、
昭
和
二
年
（
A
D
一
九
二
七
）
花
見
朔
己
・
伊
木
寿
一
民
の
福
岡
県
、
同
四
年
に
は
、
花
見
朔
巳
・
昇
塚
清
研
民
の

筑
前
・
筑
後
の
採
訪
、
昭
和
二
年
渡
辺
世
祐
・
圭
室
諦
成
民
、
回
和
五
年
、
渡
辺
世
祐
・
野
村
常
重
民
に
よ
る
両
度
の
肥
後
採
訪
、
昭
和
七
年

に
は
、
次
の
如
、
き
文
書
の
分
布
状
況
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

森
末
義
彰
民
の
日
向
・
大
隅
採
訪
、
昭
和
八
年
龍
粛
・
小
島
鉦
作
民
に
よ
る
薩
車
・
大
隅
の
採
訪
が
行
わ
れ
た
。
か
く
て
、
昭
和
二
十
五
年
頃

筑
前
（
一
三
三
家
三
一
五
七
二
通
）

糸
島
郡
二
一
家
一

O
一
O
通
（
児
玉
民
採
集
文
書
を
含
む
）
・
早
良
郡
七

家
二
二
八
通
・
福
附
市
二
八
家
八
三
州
通
・
糟
屋
郡
一
…
門
家
二

O
二
通
・

宗
像
郡
一

O
家
三
七
八
通
・
遠
賀
郡
二

O
家
一
五

O
通
・
鞍
手
郡
七
家
七

凶
通
・
嘉
穂
郡
三
家
二

O
通
・
筑
紫
郡
一

O
家
六
O
九
通
・
朝
倉
郡
二
ニ

家
一
五
七
通

筑
後
（
五

O
家
一
八
九
八
通
）

三
務
部
七
家
一
六
九
通
・
三
井
郡
一
三
山
本
五
一

O
通
・
浮
羽
郡
三
家
一
五

問
通
・
八
女
郎
ん
家
主
九
六
通
・
山
門
郡
一
八
家
六
六
九
通
・
三
池
郡
ナ

、ン
挫
前
（
七
三
家
二
六

O
O通）

川
川
郡
六
家
間
O
通
・
企
救
郡
六
家
一
二
州
通
・
京
都
郡
ニ
掛
か
ム
ハ
通
・
築

上
部
二
家
五
六
適
・
下
毛
郡
七
家
一

O
問
通
・
宇
佐
郡
五
六
家
二
二
七
四

通
（
宇
佐
諸
家
文
書
を
含
む
）

廷
後
（
一
三
七
家
一
二
八
七
通
）

日
出
郡
九
家
一
一
山
通
・
玖
珠
郡
五
家
一
同
通
・
直
入
郡
八
家
六

O
通
・

大
野
郡
一
三
家
一
二
二
通
・
北
海
部
郡
九
家
一
三
九
遜
・
南
海
部
郡
ナ
シ

九
州
地
方
古
文
書
（
慶
長
以
前
）
の
蒐
集
整
理

－
大
分
郡
（
大
分
市
を
含
む
）
一
九
家
八
五
六
通
（
積
回
叢
史
を
含
む
）

・
速
見
郡
三

O
家
五
二
二
通
・
東
国
東
郡
三
一
家
二
八
七
通
・
西
国
東
郡

一
三
家
八
二
通

肥
前
（
凶
八
家
三
六
O
内
通
）

三
養
基
郡
三
家
一
一
九
通
・
神
崎
郡
五
家
八
三
通
・
佐
賀
郡
二
一
家
二
五

一
七
通
（
佐
賀
文
書
築
を
含
む
）
・
小
城
郡
七
家
九
六
通
・
杵
島
郡
ゴ
一
家

一
七
三
通
・
藤
津
郡
二
家
凶
二
通
・
東
松
浦
郡
二
家
二
通
・
西
松
浦
郡
ナ

シ
・
北
松
浦
郡
阿
家
二
二

O
通
・
南
松
浦
郡
一
家
二
通
・
東
彼
杵
郡
一
家

一
通
・
西
彼
杵
郡
一
家
コ
一

O
六
通
・
北
高
来
都
一
家
間
三
通

肥
後
（
一

O
一
家
五
二
八
一
通
）

玉
名
郡
一

O
家
二
六
三
通
・
鹿
本
郡
六
家
一
七
通
・
菊
池
郡
一
川
門
家
二
二

百
通
・
阿
蘇
部
一
…
門
家
一
同
六
六
道
・
飽
託
郡
二
二
家
二

O
八
二
通
・
上

益
城
郡
九
家
二

O
遥
・
下
益
城
郡
二
家
三
通
・
宇
土
郡
ナ
シ
自
八
代
郡
五

家
二
ハ
一
通
・
葦
北
郡
五
家
一
一
二
通
・
球
磨
郡
二
家
一

O
七
五
通
・
天
草

郡
一
家
三
七
通

日
向
（
六
一
家
六
一
内
通
）

東
臼
杵
郡
三
家
八
七
通
・
西
臼
杵
郡
五
家
三
五
通
・
児
湯
郡
五
家
四
九
通



九
州
地
方
古
文
書
（
慶
長
以
前
）
の
蒐
集
整
理

－
宮
崎
郡
九
家
三
八
通
・
東
諸
県
郡
一
…
門
家
一
三
通
・
西
諸
県
郡
六
家
一

三
通
・
北
諸
県
郡
一
五
家
二
O
O
内
通
・
南
那
亦
郡
阿
家
同
五
通

薩
摩
（
一

O
ニ
家
六
同
八
五
通
）

路
児
島
郡
二
五
家
究
開
一
州
通
（
陸
橋
旧
記
守
合
な
）
・
揖
宿
郡
九
家
八
四

通
・
川
辺
郡
一
二
家
九
五
通
・
日
挫
郡
九
家
五
州
通
・
薩
摩
郡
一
二
家
六

九
七
通
e

州
水
郡
一
一
家
五
九
遥
・
伊
佐
郡
一
山
門
家
八
七
通

大
隅
（
七
四
家
六
八
一
通
）

姶
良
郡
三
八
家
二
二
一
通
・
崎
駿
郁
二
一
家
一
一
二
三
通
・
肝
属
郡
一
間

（四）

四

家
一
問
七
通
・
熊
毛
郡
一
家
七
通

対
馬
（
一

O
二
三
家
六
三
二
六
通
）

総
計
一
八
九
一
家
二
三
六
七
九
適

品
川
右
の
数
炎
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
註
し
た
よ
う
に
、
児
玉
氏
採
集
文
書
や
宇

佐
諸
家
文
書
・
碩
附
叢
出
火
・
薩
諸
問
旧
記
を
も
含
め
で
あ
り
、
且
っ
こ
れ
ら

の
文
書
集
の
中
、
各
都
に
還
元
で
き
る
も
の
は
、
各
郡
に
も
還
元
し
て
い

る
の
で
、
約
十
川
一
の
聞
に
重
被
が
あ
る
。
と
く
に
薩
隅
二
ヶ
国
は
薩
藩
旧
記

の
還
元
し
た
分
を
除
け
ば
、
薩
勝
二
凶
家
大
隅
二
三
家
と
な
る
。

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
調
査
探
訪
に
も
拘
わ
ら
ず
、
九
州
地
方
に
は
、
な
お
未
調
査
の
文
書
が
少
く
な
い
。
例
え
ば
、
数
年
前
筆
者
は
、

福
岡
県
築
上
郡
吉
富
町
に
居
住
さ
れ
た
郷
土
史
家
故
岡
為
造
民
か
ら
、
築
上
郡
内
の
文
書
と
し
て
、
前
に
あ
げ
た
求
菩
提
山
文
香
・
則
行
文
書

以
外
に
、
末
久
文
書
・
唐
原
薬
丸
文
書
・
津
野
田
文
書
・
如
法
寺
文
書
・
金
苗
文
書
・
大
沢
文
書
・
渡
辺
文
書
・
向
野
文
書
・
大
蔵
文
書
・
広

津
文
書
の
あ
る
こ
と
を
示
さ
れ
た
。
福
岡
県
の
古
文
書
に
つ
い
て
は
、
昭
和
年
聞
に
故
伊
東
尾
四
郎
氏
の
努
力
に
よ
り
福
岡
県
資
料
が
出
版
さ

れ
、
そ
の
中
に
、
中
世
文
書
が
若
干
収
め
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
の
で
、
新
た
に
中
位
文
書
の
蒐
集
整
理
出
版
が
の
ぞ
ま
れ
る
が
、
最
近
、

九
州
各
県
で
は
、
中
世
文
書
の
整
理
出
版
が
相
つ
い
で
計
画
さ
れ
、
実
行
さ
れ
、
中
に
は
既
に
こ
れ
を
完
成
し
た
も
の
も
あ
る
。
そ
の
早
い
も

の
が
、
田
和
十
三
年
刊
行
の
「
日
向
国
古
文
書
集
成
」
ぞ
み
の
る
。
乙
の
書
は
、
宮
崎
県
の
郷
土
史
家
瀬
戸
口
伝
九
郎
氏
の
蒐
集
さ
れ
た
も
の
を

も
と
と
し
て
、
史
料
編
纂
所
の
高
柳
光
寿
氏
に
依
嘱
し
、
県
の
事
業
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
全
体
を
三
類
に
分
け
て
、
第
一
類
は

る
。
こ
の
中
第
一
類
は
、

県
内
現
存
の
古
文
書
、
第
二
類
は
薩
藩
旧
記
・
日
向
記
な
ど
の
旧
記
所
収
の
文
書
、
第
三
類
は
県
外
遠
存
の
日
向
関
係
の
文
書
を
収
め
て
あ



大
光
寺
文
書
一

O
O遥
・
富
山
文
書
六
道
・
土
持
文
書
二
七
通
・
島
津
伯

爵
家
文
書
二
週
・
町
田
文
書
二
通
・
金
問
寺
文
書
一

O
通
・
秋
月
文
書
一

一
遥
・
田
尻
文
書
三
通
・
務
島
神
宵
文
書
七
通
・
様
山
文
書
一
四
通
・
揖

宿
文
書
二
通
・
伊
東
文
書
二
一
通
・
垂
水
氏
陥
蹴
伊
東
文
書
一
九
通
・
長

谷
場
文
書
五
七
通
・
比
志
鳥
文
書
豆
適
・
行
勝
神
社
文
書
豆
道
・
島
津
男

爵
家
文
書
三
通
・
青
島
神
社
文
書
一
通
・
伊
勢
文
書
問
通
・
義
門
寺
文
書

二
通

の
ニ

O
家
二
五
九
通
を
収
め
て
あ
る
。
こ
れ
に
第
二
類
所
収
の
三
六
四
通
、
第
三
類
所
収
の
二
三
一
通
を
合
せ
て
五
九
五
通
。
そ
の
通
数
は
前

掲
数
表
日
向
固
に
ほ
ぼ
近
く
、
日
向
圏
内
の
主
な
る
文
書
を
つ
く
し
た
と
い
え
よ
う
。

第
二
に
は
、

「
大
分
県
史
料
」
が
あ
る
。
大
分
県
に
は
、
既
に
碩
田
叢
史
が
あ
り
、
郷
土
の
古
文
書
に
つ
い
て
の
関
心
が
古
く
か
ら
の
伝
統

で
あ
る
こ
と
ぞ
示
し
て
い
る
が
、

大
正
末
年
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、

宇
佐
郡
郷
土
史
家
に
小
野
精
一
氏
が
宇
佐
郡
下
の
古
文
書
を
集
成
さ
れ

た
「
宇
佐
諸
家
文
書
」
が
あ
る
。
乙
の
宇
佐
諸
家
文
書
は
、
八
九
家
一
四
O
五
通
を
蒐
集
し
た
も
の
で
、
大
正
昭
和

ω蒐
集
で
あ
る
に
拘
わ
ら

ず
、
今
日
す
で
に
そ
の
原
本
所
在
の
知
れ
な
い
も
の
が
少
く
な
い
。
ま
た
昭
和
十
年
代
に
田
北
学
民
の
「
大
友
史
料
」
の
刊
行
が
始
ま
り
、
今

日
も
な
お
同
民
の
独
力
に
よ
っ
て
刊
行
が
つ
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
大
友
史
料
」
は
、
県
内
県
外
を
問

わ
ず
大
友
氏
関
係
の
あ
ら
ゆ
る
文
書
を
網
羅
的
に
蒐
集
し
、
こ
れ
を
編
年
と
家
別
と
に
分
け
て
整
理
し
た
も
の
で
、
学
界
に
多
大
の
貢
献
を
な

し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。

「
大
分
県
史
料
」
は
、
さ
き
の
小
野
民
の
「
宇
佐
諸
家
文
書
」
を
母
胎
と
し
、
更
に
大
友
民
関
係
や
宇
佐
宮
関
係
の

み
で
な
く
、
大
分
県
下
に
現
存
す
る
す
べ
て
の
中
世
文
書
を
調
査
し
、
之
を
出
版
し
て
学
界
に
提
供
す
る
と
共
に
、
原
文
佑
財
と
し
て
の
古
文

書
の
内
容
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
し
て
計
画
さ
れ
た
も
の
で
、
事
業
は
阻
和
二
十
七
年
（
A
D
一
九
五
二
）
に
始
ま
り
、
田
和
三
十
四
年
（
A
D

一
九
五
八
）
を
以
て
、

一
応
最
初
の
計
画
と
し
て
の
一
三
巻
の
刊
行
を
了
え
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
編
さ
ん
の
方
針
は
、
宇
佐
宮
関

係
の
み
は
、
そ
の
数
量
が
多
い
の
で
一
三
巻
の
中
の
半
以
上
の
七
巻
を
充
当
し
（
そ
れ
で
も
な
お
収
載
し
残
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
）
、

巻
を
、
郡
市
町
村
別
に
所
蔵
者
別
に
編
年
に
、
整
理
し
（
但
巻
子
に
な
っ
た
も
の
は
、
原
順
序
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
あ
る
）
た
も
の
で
あ
る
。
他
の
六

す
べ
て
原
本
主
義
に
よ
り
、
嘗
で
あ
っ
た
こ
と
明
ら
か
で
、
現
在
散
逸
し
た
も
の
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
影
写
本
や
宇
佐
諸
家
文
書
に

九
州
地
万
古
文
書
（
慶
長
以
前
）
の
蒐
集
整
理

一五



九
州
地
方
古
文
書
（
慶
長
以
前
）
の
蒐
集
整
理

一六

よって補つである。今、未刊の宇佐諸家文書三巻を除いた所収の文書を郡別、時代別に表示しよう。

字日玖直大南北大大速西東字下
郡

計佐 海海 国国

田珠入野 分分見 佐毛
諸 部部 東東

名
家郡郡郡郡郡郡市郡郡郡郡郡郡

所

蔵

一 ． 者
一
ノ占、 一一－一 一 ーー－ー－ー 一一 一一 - 一ー －ー 数
一一九九四九五八七一一四四七 O家

平

七
（ 

'A‘ - 一 震 安
＝九二 一 一 一 一通） 

鎌

五二
ニ八三 六八 倉
0 0 0 －一七 六一七六＝七四五通

南

ムノ＼ ーー一 一 一
i¥ 一一 0 九一一三二二一 ゴ！：；

六 O 七 O 四五 一九一九一四二二通

室

凶ー
R汀

四六 一一 一一 五三一四一 t在員

六三六四二七一九四七二二二一八 国
六八三八五七六一八五九四五八八通
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三豆二五三 O 一六六九八五五回六O通
五七一 0 0 0 六一 0 四一八六四

宇
佐
諸
家
文
書
の
中
、
未
発
行
の
分
は
永
弘
文
書
の
一
巻
と
宇
佐
諸
家
文
書
一
巻
と
宇
佐
大
宮
司
家
文
書
の
一
巻
で
あ
る
。
永
弘
文
書
の
中

世
文
書
は
、

こ
れ
だ
け
で
三
二
五

O
通
を
教
え
る
。

宇
佐
諸
家
文
書
は
、

ほ
ほ
小
野
民
採
集
の
宇
佐
諸
家
文
書
を
基
準
に
し
て
み
れ
ば
凡



四
O
O通
と
み
ら
れ
る
。
宇
佐
大
宮
司
家
は
、
到
津
、
宮
成
両
家
で
あ
る
が
、
こ
の
両
家
の
文
書
は
、
戦
時
中
宇
佐
地
方
を
お
そ
っ
た
大
洪
水

0
0
通
径
数
え
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

の
た
め
に
水
害
を
う
け
た
が
、
そ
れ
で
も
両
者
合
せ
て
ほ
ぼ
五

t
六
O
O
通
と
い
う
見
込
み
で
あ
る
。
従
っ
て
全
巻
刊
行
さ
れ
れ
ば
、
凡
人
O

一
県
下
の
文
書
が
か
く
も
網
羅
的
に
刊
行
さ
れ
た
例
は
未
だ
な
い
。
し
か
も
、
三
0
0
0
通
を
越
え
る
永

弘
文
書
の
如
き
は
、
こ
の
刊
行
に
よ
っ
て
始
め
て
学
界
に
紹
介
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
到
津
・
宮
成
実
文
書
の
如
、
き
は
こ
れ
ま
で
外
部
の
も
の

の
う
か
が
う
こ
と
す
ら
で
き
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
中
世
武
士
の
研
究
に
不
可
欠
の
詫
磨
文
書
や
入
江
文
書
・
都
甲
文
書
色
、
本
史
料
に
よ

っ
て
ひ
ろ
く
学
界
の
利
用
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
。
と
く
に
現
地
原
本
主
義
に
よ
っ
た
結
果
、
既
に
史
料
編
纂
所
の
探
訪
済
の
も
の
の
中
か
ら

色
、
今
ま
で
知
ら
れ
な
か
っ
た
重
要
な
文
書
を
見
出
し
た
こ
と
は
一
再
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

こ
の
「
大
分
県
史
料
」
の
方
針
に
な
ら
っ
て
始
め
ら
れ
た
の
が
「
佐
賀
県
史
料
集
成
」
で
あ
る
。
大
分
県
史
料
の
方
は
、
相
当
な
規
模
を
も

っ
て
事
業
が
お
し
す
す
め
ら
れ
た
が
、
佐
賀
県
史
料
集
成
の
万
は
、
事
業
規
模
は
小
で
あ
る
。
然
し
、
前
者
の
文
書
が
全
県
下
に
散
在
し
、
し

か
も
ニ
通
乃
至
五
通
と
少
数
ず
つ
山
間
部
至
る
と
こ
ろ
に
存
在
し
、
そ
の
調
査
と
採
訪
だ
け
で
も
、
他
県
に
見
ら
れ
ぬ
手
数
が
必
要
で
あ
る
に

対
し
て
、
後
者
は
、
各
文
書
が
比
較
的
ま
と
ま
っ
て
い
る
し
、
平
野
ひ
ろ
く
、
採
訪
の
た
め
に
山
間
奥
ふ
か
く
わ
け
入
る
手
数
は
る
か
に
少

ぃ
。
し
か
し
、
規
模
の
大
小
は
、
必
ず
し
も
そ
の
刊
行
の
軽
重
を
示
す
こ
と
に
は
な
ら
な
い
、
「
佐
賀
県
史
料
」
は
、
現
在
ま
で
三
巻
刊
行
済
み

で
あ
る
。
第
一
巻
が
河
上
神
社
文
書
、
第
二
巻
が
武
雄
神
社
文
書
、
第
三
巻
が
龍
造
寺
文
書
及
鍋
島
家
文
書
で
あ
る
。
佐
賀
県
の
古
文
書
は
、

深
堀
証
文
記
録
・
深
江
文
書
・
松
浦
山
代
文
書
・
或
は
龍
造
寺
文
書
の
如
く
、
中
世
武
家
文
書
の
ま
と
ま
っ
た
も
の
が
多
い
。
中
世
社
会
の
研

究
の
上
に
大
分
県
の
大
友
氏
関
係
文
書
・
熊
本
県
の
相
良
家
・
阿
蘇
家
文
書
と
並
ん
で
、
軍
要
な
貢
献
を
な
す
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

大
分
県
、
佐
賀
県
に
お
け
る
こ
う
し
た
史
料
刊
行
の
進
捗
に
促
さ
れ
て
、
熊
本
県
で
も
い
よ
い
よ
本
年
度
か
ら
、
熊
本
県
史
編
さ
ん
の
一
事

業
と
し
て
史
料
刊
行
が
実
現
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
熊
本
県
下
で
は
、
既
に
阿
蘇
文
書
・
相
良
家
文
書
が
、
大
日
本
古
文
書
と
し
て
出
版
さ
れ

た
が
、
小
代
氏
や
菊
池
氏
に
関
す
る
武
家
文
書
が
少
く
な
く
、
江
戸
時
代
、
大
友
家
か
ら
細
川
家
臣
と
な
っ
た
志
賀
民
の
文
書
の
知
き
重
要
な

九
州
地
方
古
文
書
（
慶
長
以
前
）
の
蒐
集
整
理

七



九
州
地
方
古
文
書
（
慶
長
以
前
）
の
蒐
集
整
理

八

も
の
が
あ
る
。
と
く
に
細
川
家
文
書
は
、
管
領
家
の
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
点
で
と
く
に
注
目
き
れ
る
。

か
く
て
、
古
文
書
の
出
版
は
、
福
岡
県
と
鹿
児
島
の
ニ
県
の
み
が
の
こ
さ
れ
た
こ
と
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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